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では「морская капуста （morskaiia kapusta, 海のキャベツ）」といいます。日本語のコンブ（昆
布）の語源はアイヌ語起源と言われていますが、諸説があります。
東北アジアにおいてコンブは日本列島や朝鮮半島から中国へ輸出されてきました。これは古代







とのコンブ貿易は 5 世紀ごろから始まったと言われています 6。








日清・日中間のコンブの貿易量は 1885 年頃までが 1 万トン台、1890 年代には 2 万トン台、
1900 年代から 1930 年代が 2 万トン台後半から 3 万トン前後です 11。この 1 万トン、2 万トンと
いう数字は乾燥重量です。コンブは乾燥すると重さが約 5 分の 1 になります 12。ご存じの通り、
乾物のコンブは軽いです。日本のスーパーマーケットで小売りされているコンブはひと袋でせい
































































1930 年代でもソ連極東から満洲へのコンブ輸出が確認できます。第 1 次・第 2 次五か年計画
のソ連極東でもコンブが生産されていました 26。これはカリ塩やヨードなど工業原料の生産のた
めです 27。当時のソ連極東では中国に輸出するほか、国内需要のためにもコンブを生産していた














の中国は世界最大のコンブ生産国で、世界第 2 位の海藻生産国です（第 1 位は南米のチリ）31。
中国で生産されているコンブのほぼ全量は国内消費向けです。6 割は工業用で、残りが食用で
す 32。
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